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下林八幡農村公園整備事業

桜づつみ公園整備事業

a淘強~淘， ー-ーム，~ :.:.. ;

見奈良前田農道改良工事

川内町重信町の斎場「桜花苑」

(厚生年金・国民年金積立金還元融資施設)

詳しくは医学部学務課64-5111俄)まで
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平成6年度に

完成した建設事業を

報告いたします二

志津川伽目線道路改良工事

町営ほ場整備事業(下林・見舞野)

南吉井小学校大規模改造工事

j勇水集会所新築工事



見
置
扶
養
手
当

児
童
扶
養
手
当
は
、
昭
和
五
十

二
年
四
月
一
日
以
後
に
生
ま
れ
た

次
の
よ
う
な
児
童
を
養
育
し
て
い

る
母
親
ま
た
は
養
育
者
に
対
し
支

給
さ
れ
ま
す
。

。
手
当
の
対
象
と
な
る
児
童

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児

童
②
父
が
死
亡
し
た
児
童

③
父
が
障
害
の
状
態
に
あ
る
児

章
一

④
父
が
生
死
不
明
で
あ
る
児
童

⑤
父
が
一
年
以
上
遺
棄
し
て
い

る
児
童

⑥
父
が
一
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て

い
る
児
童

⑦
未
婚
の
母
の
子

⑧
そ
の
他
孤
児
等

。
手
当
月
額

児
童
一
人
四
一
、
三
九

O
円

児
童
二
人
め
五
、

0
0
0
円

加
算

以
下
一
人
増
す
ご
と
に
三
、
。

0
0
円
加
算

児
童
扶
養
子
当
に
係
る
認
定
請

求
に
つ
い
て
は
、
手
当
の
支
給
要

件
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
日
か
ら

起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
た
と
き

は
、
正
当
な
理
由
が
あ
る
場
合
を

除
き
請
求
権
が
消
滅
し
ま
す
。

縄
問
見
直
扶
養
手
当

特
別
児
童
扶
養
子
当
は
、
二
十

歳
未
満
で
次
の
よ
う
な
障
害
が
あ

る
児
童
を
養
育
ま
た
は
監
護
し
て

い
る
父
母
ま
た
は
養
育
者
に
対
し

て
支
給
さ
れ
ま
す
。

。
手
当
の
対
象
と
な
る
児
童

①
精
神
の
発
達
が
遅
れ
て
い
る

た
め
、
常
時
介
護
が
必
要
な

児
童

②
身
体
に
重
度
の
障
害
ま
た
は

長
期
の
安
静
が
必
要
な
児
童

③
精
神
病
院
な
ど
で
、
日
常

生

活
に
常
時
の
介
護
が
必
要
な

国
ん
立
恩
一

。
手
当
月
額
(
児
童
一
人
)

・

一
級
五

O
、
三
五
O
円

二
級
三
三
、
五
三

O
円

精
創
嘩
曹
番
手
当

一
定
以
上
の
障
害
を
有
し
、
日

常
生
活
に
お
い
て
、
い
つ
も
特
別

な
介
護
を
必
要
と
し
て
い
る
二
十

歳
以
上
の
者
。
た
だ
し
、
施
設
等

に
入
所
ま
た
は
医
療
機
関
に
三
ヶ

月
を
越
え
て
入
院
し
て
い
る
者
は

除
か
れ
ま
す
。

。
手
当
月
額

一
二
ハ
、
二
二
一O
円

嘩
書
見
福
祉
手
当

一
定
以
上
の
障
害
を
有
し
、
日

常
生
活
に
お
い
て
、
い
つ
も
介
護

を
必
要
と
し
て
い
る
二
十
歳
未
満

の
児
童
。
た
だ
し
、
施
設
等
に
入

所
し
て
い
る
児
童
は
除
か
れ
ま

す
。

。
手
当
月
額

一
四
、
二
七
O
円

寄
手
当
巴
共
通
宮
毒
事
項

O

所
得
制
限

前
年
分
の
本
人
及
び
扶
養
義
務

者
な
ど
の
所
得
が
一
定
額
以
上
の

人
は
支
給
が
停
止
さ
れ
ま
す
。

O

現
況
届

各
手
当
と
も
八
月

・

九
月
中
に

前
年
所
得
及
び
家
庭
状
況
を
調
査

し
ま
す

。

各
制
度
の
申
請
及
ぴ
問
い
合
わ

せ
は
役
場
福
祉
課
ま
で

。

宮
六
四
ー

二
O
O

一
間

内
線
二
五
三

幽睡緬薗歯温幽薗幽幽蝿掴圃歯固幽

E己主酒軍
陣起占極砧逼
臨議露重品軍司圏

暑
中
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す

重
信
町
議
会

議
長
丹
生
谷
操

副
議
長
佐
伯
正
夫

議
員

浜
田
卯
三
郎

八
木
昌
延

佐
伯
強

佐
伯
筆

平
岡
収

高
須
賀
徳

大
西
茂
徳

教収助町信重 申呈吊主
2 会役長町 しお

ZE 
高和八和 上見
橋田富田 げ舞
謙一治 まい
一正郎樹 す

愛媛大学医学部の体育施設を8/9から 9/ 17 まで開放

額l

高山松野渡牧窪
橋内下中部 田

諸大松石藤
伏森下丸田

静隆敏群
江茂通雄司

幾良高久清清定
八 一 繁敏春行靖
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高
額
療
養
費

国
保
で
診
療
を
受
け
た
場
合

、

一
部
負
担
金
(
医
療
費
の
三
割
)
を

支
払
い
ま
す
が
、
最
近
は
医
療
の

高
度
化
に
よ
り

一
部
負
担
金
が
高

額
と
な
る
場
合
が
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん

。

被
保
険
者
の
負
担
を
少
し

で
も
軽
く
す
る
た
め
に
、

二
疋
額

を
超
え
る

一
部
負
担
金
(
入
院
時

食
事
療
養
費
は
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。

)
を
支
払
っ

た
場
合

、

そ
の
超

え
る
額
が
後
か
ら
支
給
さ
れ
る

高

額
療
養
費
制
度

が
あ
り
ま
す

。

高
額
療
聾
費
の
計
算
の
基
準

①
一
ヶ
月
ご
と
に
計
算
し
ま
す

。

二

ヶ

月
ご
と

」
と
は
、
月
の

一

日
か
ら
月
末
ま
で
の
暦
月
で
す
。

②
病
院
、
診
療
所
ご
と
に
計
算
し

ま
す

。

③
総
合
病
院
の
各
診
療
科
は
、
別

々
の
病
院
と
し

て
計
算
さ
れ
ま

す
。

④
同
じ
病
院
で
、
歯
科
と
内
科
な

ど
と
が
あ
る
場
合
、
歯
科
は
別

に
計
算
し
ま
す
。

一一圏

⑤
通
院
と
入
院
は
別
に
計
算
し
ま

す
。

⑥
保
険
診
療
の
対
象
外
と
な
っ
て

い
る
差
額
ベ
ッ

ド
代
、
付
き
添

い
看
護
料
な
ど
は
除
か
れ
ま
す

。

申
請
に
必
要
な
も
の

①
医
療
費
の
領
収
書

②
印
鑑

③
原
則
と
し
て

、

口

座
振
り
込
み

に
な
り
ま
す

の
で
、
振
り

込
み

口
座
を
記
載
し
た

も
の

申
請
先

役
場
町
民
課

高
額
療
養
費
貸
付
制
度

医
療
費
が
高
額
で
あ
る

た
め
、

一
部
負
担
金
(
入
院
時
食

事
療
養

費
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

。

)
の
支

払
い
が
困
難
な
人
に
対
す
る
貸
付

制
度
が
あ
り
ま
す

。

対
象
者

重
信
町
国
民
健
康
保
険
の
被
保

険
者

。

た
だ
し
、
保
険
税
を
滞
納

し
て
い
る
人
に
は

貸
付
が
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す

。

貸
付
額

高
額
療
養
費
支
給
見
込
額
の
十

分
の
九
に
相
当

す
る
金
額
。
た
だ

し
、
貸
付
額
が
九
千
円
未
満
に
な

る
場
合
は
貸
付
し
ま
せ
ん

。

貸
付
の
条
件

①
貸
付
金
の
利
子
は
無
利
子

②
償
還
方
法
は

一
時
償
還
払

詳
し
く
は

、
役
場
町
民
課
ま
で

お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い

。

高額療養費がうけられる場合
品額療養費の支給額

一般の世帯 住民税非課税世情

同じ人が、 同 じ月に、同 じ
63 ， 000円 との 35 . 400円と の

医療機関に支払っ た負担金

が、 63 ， 000円を超えた とき
差綴 差綴

同 じ世待で、同 じ月に、 30.

000円以上の負担金を 2回以 合算頻 と 合算傾 と

上支払 っ た場合 (住民税非 63.000同 との 35 ， 400円 との

課税世帯の場合は 、 2 1 ， 000 差額 差額

円以上)

同じ世帯で 、 1 2か月以内に 、 4回目か ら は 4回目か ら は

4 回以上の高級療養費の支 37 ， 200円と の 24 . 600円と の

給を受けた場合 差額 差額

高級の治療や長い間続け る

必要のある病気 (血友病や
10 ， 000円と の差領

人工透析の必要な慢性腎不

全)

忘れ"1'Vませんか?
翫芯ため
国民年金手続手

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
住

所
の
あ
る
二
十
歳
か
ら

六
十
歳
ま

で
の
方
が
必
ず
加
入
す
る

こ

と
に

な
っ
て
い
ま
す

。

サ
ラ
リ
ー

マ
ン
の
奥
さ
ん
は
、

国
民
年
金
第

三
号
被
保
険

者
と
し

て
、
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
な

く

年
金
を
受
け
ら

れ
ま
す

。

そ

の

た
め
に
は

、

種
別
変
更
届
・
種
別

確
認
屈
を
提
出
す
る
手
続
き
が
必

要
で
す

。

平
成
九
年
三
月
末
ま
で
に
こ

の

届
出
を
す
る
と
、
今
ま
で
は

二
年

を
超
え
た
分
に
つ
い
て
加
入
期
間

と
し
て
認
め
ら

れ
な
か

っ
た
も

の

が
、
昭
和
六
十

一
年
四
月
一
日
以

降
、

該
当
さ
れ
た
時
期
に
遡
っ
て

第
三
号
被
保
険
者
と
し
て
認
め

ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

。

す
で
に
、
老
齢

基
礎
年
金
を
受

け
て
い
る
方
に

つ
い
て
も

、

届
出

を
す
る
こ
と
で

年
金
が
増
額
さ
れ

ま
す

。

今
ま
で
に
届
出
を
し
て
い
な
い

第
三
号
被
保
険
者
期
間
や
過
去
に

二
年
以
上
遡
っ

て
届
出
を
さ
れ
る

方
は
、
今
す

ぐ

役
場
町
民
課

の
国

民
年
金
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
下

支
」
い。

『
ア
ル
プ
ス
品
川
少
女

l

ハ
イ
ぶl
』

ミ
ユ
』
一
レ
カ
ル
公
潰

日
時

七
月
二
十
九
日

出

午
後

一
時
三
十
分
間
場

午
後
二
時
i

四
時

会
場

愛
媛
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー

県
民
小
劇
場

(
松
山
市
上
野
町
)

出
演

劇
団
東
少

主
催

愛
媛
県

入
場
料

無
料

往
復
ハ
ガ
キ
に
、
公
演
名
・
住
所

・

氏
名
・

年
令
・

電
話
番
号
を
記
入

し
、
ヒ
月
二
十
日
嗣
ま
で
に
、
県

生
涯

学
習
セ

ン

タ
ー

へ
直
接
お

申
し
込
み
下
さ
い

。

(
一
枚
に
つ

き

一
名
有
効
、
先

着
五
O
五
名
)



天
然
林
に
固
ま
れ
た

烏
ヶ
ゑ
城

横
河
原
橋
か
ら
寺
尾
重
信
線
を

重
信
川
沿
い
に
八
・

五
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
程
行
く
と
、
自
の
前
に
泉
砂

岩
が
肌
を
む
き
出
し
て
い
る
山
に

突
き
あ
た
る
。
橋
を
渡
っ
て
左
に

廻
る
と
、
道
路
を
覆
う
よ
う
に
モ

ミ
ジ
や
カ
シ
な
ど
が
生
い
茂
り
、

畳
間
で
も
薄
暗
い
。
こ
の
辺
り
が

秘
境
「
奥
重
信
」
の
入
口
で
、
藤

之
内
と
い
う
。

見
上
げ
る
と
、
今
な
お
野
猿
の

棲
む
と
い
う
天
然
林
の
急
斜
面
が
、

人
を
よ
せ
つ
け
ぬ
厳
し
き
で
吃
立

し
て
い
る
。
こ
の
上
に
中
世
の
城

郭
、
烏
ケ
山
獄
城
が
あ
る。

こ
の
城
は
、
詳
細
な
こ
と
は
不

明
で
あ
る
が
、
室
町
時
代
末
期
の

元
亀
年
中
(
一
五
七
O
年
1

一
五

七
二
年
)
、
渡
部
丹
波
守
・
渡
部
隼

人
ら
が
こ
の
城
に
拠

っ
た
と

い
わ

れ
、
岩
伽
羅
城
後
方
を
守
る
和
田

氏
の
属
城
で
あ

っ
た
。

重
信
の
渓
谷
を

限
下
に
見
下
ろ

陸ヨ‘
し
て
吃
立
す
る
そ
の
山
容
は
、
天

峨
を
利
用
し
て
築
か
れ
た
典
型
的

な
中
世
山
砦
を
思
わ
せ
る
。

遺
構
は
、
小
規
模
で
標
高
三
六

五
メ
ー
ト
ル
の
最
項
部
に

二
つ
の

郭
と

二
本
の
堀
切
の
み
が
残
さ
れ

て
い
る
。

桜
三
里
開
通
ま
で
、
こ
の
重
信

川
に
沿
っ
た
谷
間
の
小
道
は
、
東

予
方
面
に
通
じ
る
唯
一
の
駅
路
で

あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
近
く
に
「
馬

木
」

の
地
名
が
残
っ
て
い
る
。

こ
の
城
は
、
そ
の
位
置
や
規
模

か
ら
み
て
、
こ
の
方
面
の
敵
の
動

向
を
察
知
す
る
監
視
哨
的
な
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
も
の
と

遺構図
思
わ
れ
る
。

城
周
辺
は
自
然
に
恵
ま
れ
、
項

上
へ
登
る
途
中
に
は
、
ソ
ヨ
ゴ
・

リ
ョ
ウ
ブ
や
コ
ナ
ラ

の
大

木
・
エ
ン
コ

ウ
カ
エ
テ
・
ネ

ジ
キ
の
大
木
・
ア
カ
ガ
シ
・

シ
デ
ザ
ク
ラ

・

ア
ラ
カ
シ

・

ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
・
イ
タ
ジ
イ

な
ど
の
自
然
林
が
続
い
て
お

り
、
四
季
を
通
じ
て
色
々
の

植
物
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

?
令
。重

信
史
談
会
員

和
田

鳥ヶ撮城

山之内'1 ‘'"彼跡._ 
h之内，'" ・Tf +"K治

烏 11 ..-. _." 

ケ
緑
城

定
力
《
下
林
》
に

二
万
年
前
か
ら

人
が
居
住

定
力
の
発
掘
が
終
わ
り
に
近
づ

い
た
こ
ろ
、
基
礎
石
を
持
つ
堀
立

柱
の
大
型
建
物
跡
が
出
土

。

時
代
的
に
は
中
世
以
降
と
思
わ

れ
る
十
メ
ー
ト
ル
×
六
メ
ー
ト

ル

の
建
物
十
五
棟
あ
ま
り
の
集
落
規

模
。地

味
な
調
査
で
す
が
、
重
信
の

歴
史
が
次
第
に
深
ま
り
つ
つ
あ
る

こ
と
は
確
か

。

六
月
に
入
っ
て
か
ら
は
、
下
林

伽
藍
地
区
の
発
掘
調
査
が
始
ま

っ

て
い
ま
す
。

埋
蔵
文
化
財
発
掘
開
査
途
中
報
告

章

皿
が
嶺
の
麓
、
下
林
定
力
(
じ
よ

う
り
き

)
地
区
の
、
は
場
整
備
に
と

も
な
う
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
域
の

発
掘
調
査
が
終
わ
り
ま
し
た
。

発
掘
の
主
役
は
、
小
さ
い
な
が

ら
も
人
の
子
が

加
わ

っ
た
石
器

「
サ
ヌ
カ
イ
ト

」

の
出
土

。

旧
石
器
研
究
の
松
山
市
教
育

委
員
会
重
松
佳
久
・
県
埋
蔵
文

化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
多
国

仁
の

両
氏
に
よ
り
、
こ
の
サ
ヌ
カ
イ

卜
が
、
は
ぽ

二
万
年
前
の
加
工

石
だ
と
分
か
り
ま
し
た

。

こ
の
地
で
は
、
過
去
に
大
分

県
姫
島
産
黒
輝
石
の

「

や
じ
り
」

の
採
集
。
今
度
は
香

川
産
サ
ヌ

カ
イ
ト
の
発
掘
。

中
子
が
、
九
州
と
讃
岐
両
文

化
圏
の
接
点
だ
と
言
わ
れ
ま
す

が
、
重
信
に
は
な
い
加
工
黒
輝

石
に
加
工
サ
ヌ
カ
イ

卜

と
揃
え

ば
、
下
林
は
、
そ
の
こ
と
を
ま

さ
に
裏
付
け
て
く
れ
た
土
地
と

な
り
ま
す
。



B 

問
い
合
わ
せ
、
申
し
込
み
先

保
健
婦
直
通
電
話

宮
六
四
l
四
一
七
O

役
場
福
祉
課
保
健
婦

宮
六
四
|
二
O
O

一
間

内
線
一
二一
一
・
一二
一
一
一

申し込み方法

l. 受診希望者は、保健婦まで直接申し込

んで下さい。

2. 申し込みをされた方には、検診前に検

査セット等を送付 します。

対
象

時
間

日料場
程金所

病
気
等
で
日
常
生
活
に
支

障
を
き
た
し
て
い
る
方

午
後
一
時
三
十
分
1

三
時
三
十
分

町
民
会
館

無
料

七
月
三
日
間
・
十
四
日
幽

八
月
七
日
開
・

二
十
五
日
働

u
m
M
V岡
山

税
廿
一

表

月

上林公民館

館

所

.6. 
"J:J; 

場

民町

手呈

9月 14 日

9月 18 日 ~22伺

日

日

8月 8 日・ 9 日

「
お
と
し
よ
り

」
と
そ
の
家
族
を

対
象
に
、
心
と
身
体
の
個
別
健
康

司
H
4
災

↓
庁
ニ
吉
岡

時
間

場
所

料
金

日
程

※ 

必要
要予
約八七無役午

a- 月月料場後
三 事 七十 保二
面前日日 健時

| の句) (早) 婦 i
m 申 一一 室四
三 、し干干 時
七込八四
。 み日日
)が(月) 伺)

11 月 14 日 ~16 日

-対象

40歳以上の住民

・受付時間

午前7時30分-9時30分

※ 11月午前8時40分-10時

・料 金

胃がん検診

大腸がん検診

500円

300円

案内
"",,_. 

ι圃地域介護教室開催の

第
二
回

重
信
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
在
宅
で
高

齢
者
の
介
護
を
さ
れ
て
い
る
方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
等
福
祉
に
関
心
の
あ
る
方
を
対
象
に
地
域
介

護
教
室
を
開
催
し
ま
す

。
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い

。

第
一
回七

月
十
八
日
仰

午
後
二
時
1

町
民
会
館

三
階

全
議
室

テ
ー
マ

。

介
護
さ
れ
る
立
場

に
な

っ
て
み
よ
う

。

講
演
「

要
介
護
老
人
の

心

理
」

講
師

愛
大
保
健
管
理
セ
ン

タ
l

堀
口

淳
先
生

実
技

老
人
ホ

ー
ム
介

護
職

員
に
よ
る
介
護
技
術
指
導

定
員

三
十
名

日
時

場
所

八
月
一
日
閃

午
後
二
時
1

町
民
会
館

大
ホ
l

ル

テ
l

マ
グ
福
祉
機
器
を
知
ろ
う
。

講
演「

福
祉
機
器
と
在
宅
介
護
」

講
師

在
宅
介
護
支
援
セ
ン

タ
ー

の
職
員

実
技
老
人
ホ
ー
ム
介

護
職

員
に
よ
る
介
護
技
術
指
導

定
員

五
十
名

※
当
日
、
全
場
に
福
祉
機
器

を
展
示
し
使
用
方
法
等
の

説
明
も
行
い
ま
す

。

日
時

場
所

※
定
員
を
超
え
る
場
合
は
、

て
い
た
だ
き
ま
す

。

参
加
の
申
し
込
み

・
お
問
い

合
わ
せ
は
、
左
記
ま
で

。

重
信
町
社
会
福
祉
協
議
会
宮

六
四
ー

一
五
九
七

在
宅
介
護
者
の
方
を
優
先
さ
せ



基

診

康

査

本

健

基本健康診査を次のとおり実施します。 「健

康」を確かめるため、皆さん受診して下さい。

健診内容 (全員)

問診 ・ 身体計ìRI) . 診察 ・ 血圧測定 ・ 検尿・

貧血検査・ 血液検査(総 コ レステロール 

HDL コレステ ロ ール ・ 中性脂肪・肝機能検

査・腎機能検査・尿酸)・生活、栄養相談

(必要な方のみ)

眼底検査 ・ 心電図検査・血糖検査

対象 者 40歳以上の方

料 金 無料

持参品 健康手帳

(お持ちでない方は当日発行します。 )

受診方法 申し込みは不要です。直接、健康

診査会場へお越し下さい。

結 果 後日、健康診査結果報告会で結果

をお返しします。

※今年還暦を迎える方(昭和10年生)は、指定

医療でミニ人間ドックが受けられます。

日 事呈 表

月日 場 所 地区劃 受付時間

7月 4 日 Iお吉井小学校体育館 牛j剃

7 月 11 日 下林集会所 下林、上村

7月 19 日 北吉井小学校体育館 山之内、樋口、西岡

7月 26 日 横河原、志津川

開T 民 ~ 能
北野台団地

7月 27 日
播磨台団地

9 :00-11: 30 牛i拘l団地
上樋

13:00-1 5 :0。

8月 2 日 南野田公民館 南!ff回、北野田、新村

8月8日・9日 上林公民館 上林

8月 23 日 見奈良、八反地、田窪団地

IllT 民 ~ 
8月 24 日 田窪

9月 28 日 IllT 民 ~ 館 上記未受診者

※検査を正確に行う ため、受惨当日は朝食、 ま たは昼食はとら ないで下 さ い。

※笠現の者11合で地区吉11 をしてお リますが、 当 日書11合の惑い方は、上記の希望

さ れ る J晶所で受診 して下さい。

基
本
健
康
診
査
結
果
報
告
会

基本健康診査結果報告会を左

表の日程で行います。

健診を受けられた方は、ぜひ

お越しください。

都合で報告会に参加できない

場合は、後日、結果通知書を送

付ーします。

対象 基本健康診査を受けた

方

健康手帳持参品

報告会日程表

月 日 場 所 時 問 講演内容・講師

8月 10 日 南吉井小体育館 8月 10 日・ 28 日

「ご存じですか、 8020J

8月 22 日 下林集会所
歯と歯ぐきの病気・子

防について

8月 28 日 北吉井小体育館 ①講演
(歯科衛生士)

9: 30-10: 10 8月 22 日・ 9 月 11 日・ 21 日

9月 7 日 町民会館
(講師) 「膝・ 1)要の痛みを柔げ

るストレッチ」実技

9月 11 日 南野田公民館
②個別指導 (理学療法士)

10 : 10 -11 : 00 - 運動ので、きる服装で

9月 21 日

結果通知書の説明 お越し下さい。

上林公民館 (保健婦)
9月 7 日 ・ 10月 3 日 ・ 11月 7 日

10月 3 日 111] 民会館
「寝たきりにな ら ない

ために」

11 月 7 日 町民会館
その原因と予防につい

て (医師)

。
犬
の
登
録
は
生
涯
一
回

O

四
月
一
日
よ
り
、
一
回
登
録
を

済
ま
せ
ば
、
あ
と
は
登
録
の
必

要
が
な
く
な
り

ま

し
た
。
ま
だ

、

登
録
を
済
ま
せ
て
い
な
い
方
は

、

役
場
福
祉
課
で
登
録
の
子
続
き

を
し

て
下
さ
い
。

登
録
料
は
三

千
円
で
す

。

O

こ
れ
か
ら
、
登
録
し

て
い
な
い

犬
を
飼
わ
れ
る
方
は
三
十
日
以

内
に
登
録
の
手
続
き
を
し
て
下

支
」
い
。

。
登
録
内
容
に
変
更
が
あ
れ
ば
届

け
出
を
0

0

飼
い
犬
が
死
亡
し
た
と
き

・

引

越
し
な
ど
で
住
所
が
変
わ
っ
た

と
き

・

飼
い
主
が
変
わ
っ
た
と

き

等
登
録
内
容
に
変
更
が
あ
る

場
合
は
、
届
け
出
が
必
要
で
す
。

〈
飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ
の
お
願
い
〉

O

犬
は
必
ず
つ
な
い
で
飼
い
ま
し

ト
A
F三
つJ
。

O
ト

イ

レ
の
後
始
末
を
き
ち
ん
と

ー
レ
ま
ナ
し
ょ
、
っ
。

。

家
族
の
一
員
と
し
て
終
生
か
わ

い
が
り

ま
し
ょ
う

。

(
捨
て
る
こ

と
は
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ

O

不
幸
な
犬
を
つ
く
ら
な
い
よ
う

避
妊
・

去
勢
子
術
に
努
め
ま
し

ト
歩
、
「
，
，
。



日

国
民
健
康
保
険
税
につ

い
て

国
民
健
康
保
険
は
、
病
気
や
け

が
に
備
え
て
、

加
入
者
が
そ
れ
ぞ

れ
の
収
入
に
応
じ
て
、
日
頃
か
ら

お
金
を
出
し
合
い
、
国
や
自
治
体

の
補
助
を
得
て

必
要
な
費
用
を
ま

か
な
い
、
私
達
の
健
康
を
保
持
、

向
上
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
制

度
で
す

。

国
保
税
の
決
め
方

そ
の
年
に
見
込
ま
れ
る
医
療
費

か
ら
補
助
金
と
被
保
険
者
が
医
療

機
関
の
窓
口
で
支
払
う
一
部
負
担

金
を
除
い
た
部
分
が
保
険
税
と
な

り
ま
す

。

み
な
さ
ん
の
保
険
税
は
、
次
の

よ
う
に
し
て
計
算
さ
れ
ま
す
。
(
表

1
)
 

保
険
税
は
期
限
内
に

納
め
ま
し
ょ
う

こ
の
保
険
税
は
、
七
月
か
ら
翌

年
の
二
月
ま
で
の
八
回
に
分
け
て

納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

保
険
税
は
、
相
互
扶
助
を
前
提

に
成
立
し
て
い
ま
す
の
で
、
一
人

で
も
滞
納
す
る
と
国
保
財
政
が
大

変
苦
し
く
な
り
、
他
の
人
に
も
迷

惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す

。

保
険
税
は
、
他
の
税
金
と
同
じ

よ
う
に
未
納
の
ま
ま
放
置
し
て
お

く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
期
限
内

に
必
ず
納
付
し
て
下
さ
い

。

変
b

フ月の納税
固定資産税第2期

国民健康保険税第1期

納税期限 7月 31 日 (月)

書。

均 書1

世帯の加入者

一人につき 17 ，200円

(17 ，200円 × 加入者数)

一世帯につき

22，700円

等

+
一等

平表1

国
税
庁
で
は
、
次
代
を
担
う
高

校
生
の
皆
さ
ん
に
、
税
に
つ
い
て

よ
り
一
層
興
味
を
も
ち
、
考
え
て

い
た
だ
く
た
め
に

、
学
校
で
税
に

つ
い
て
学
ん
だ
こ
と
や
、
自
分
の

経
験
・
体
験
・

考
え
な
ど
を
テ

ー

マ
に
し
た
作
文
を
毎
年
募
集
し
て

い
ま
す

。

今
年
も
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
の
で
、
高
校
生
の
皆
さ
ん
の
応

募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
応
募
要
項
}

一

応
募
資
格

高
校
生
で
あ
れ
ば
ど
な
た
で
も

応
募
で
き
ま
す

。

ニ
テ

i

マ

次
の
例
の
と
お
り
、
税
に
関
す

る
こ
と
で
あ
れ
ば
何
で
も
結
構

で
す

。

-

税
や
税
務
署
に
つ
い
て
の
意

見+ 
所得割

世帯の加入者の所得

(33万円(基礎控除)
控除後)に対して

8% 

+ 
産 害。資

-

税
に
つ
い
て
学
習
し
た
こ
と

に
つ
い
て
の
意
見
や
感
想

-

税
務
署
や
公
共
的
な
施
設
を

見
学
し
た
こ
と
が
あ
れ
ば
そ
の

体
験
や
印
象

-

税
に
つ
い
て
の
家
族
の
体
験

談
や
周
り
の
方
の
話
を
聞
い
て

自
分
が
考
え
た
こ
と
な
ど

三

応
募
点
数
と
字
数

一
人
一
編
、
三
O
O
O

字
以
内

と
し
ま
す
。

(
末
尾
に
応
募
者
の

住
所
・

氏
名
・
学
校
名
・
学
年

・

学
校
の
所
在
地
を
記
載
し
て
下

さ
い
。

)

四
締
め
切
り

九
月
八
日

働
ま
で
に
、
最
寄
り

の
税
務
署
へ
提
出
し
て
下
さ
い

。

五
表
彰

優
秀
作
品
に
は
、
賞
状
と
記
念

品
を
贈

呈
し
ま
す

。

世帯の加入者の

固定資産税額

に対して60%

11 

キ
ミ
も
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
に
は

い
り
ま
せ
ん
か

。

-

自
然
と
遊
ぶ
楽
し
い
キ
ャ
ン
プ

・

人
の
役
に
立
つ
奉
仕
活
動

-

技
能
を
み
が
き
知
識
を
学
ぶ

・

世
界
の
仲
間
が
集
ま
る
ジ

ヤ

ン
ボ
リ

l

知
力
、
体
力
、
や
さ
し
さ
、
創

造
力
、
自
主
性
、
協
調
性
す
べ
て

の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
人
間
形

成
を
目
指
し
ま
す
。

3
一
一
一
一
一
-
戸

キ
ミ
が
は
い
る
団
連
絡
先

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
温
泉
第
一
団

宮
七
六
l

八

一
O
五

(
寺
田
三
止
夫
)

包
六
四
l

三
九
一
八

(
渡
部
た
か
子
)



使
っ
て
い
ま
せ
ん
か
?

こ

の
'』
と
ば

「
父
兄
・
外
人
」

「
父
兄
の
み
な
さ
ん
、
本
日
は
ご

多
忙
の
中
、
P
T
A

の
全
に
出
席

い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
」
と
の
司
会
の
あ
い
さ

つ
。
と
こ
ろ
が
、
会
場
に
い
る
男

性
は
わ
ず
か
二

・

三
人
、
残
り
は

全
て
お
母
さ
ん
方
ば
か
り
、
だ
れ

が
見
て
も
、
あ
い
さ
つ
の
こ
と
ば

と
会
場
の
風
景
は
一
致
し
ま
せ
ん

。

「
父
兄
会
」、
な
ぜ

「
父
母
会
」
で

は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

実
は
、
そ
れ
に
は
理
由
が
あ
り

ま
す

。

戦
前
の
民
法
、

明
治
民
法

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
十

四
条
で
、
お
母
さ
ん
は

「
無
能
力

者
」
で
あ
る
と
規
定
さ
れ
て
い
た

の
で
す
。
無
能
力
者
と
は
、

「
単
独

で
完
全
な
法
律
行
為
を
す
る
能
力

の
な
い
者
」
、
つ
ま
り

未
成
年
者

扱

い
で
あ
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
一
人
前
で
な
い
未

9 

成
年
者
扱
い
の
お
母
さ
ん
は
、
子

ど
も
の

親
権
者
(
保
護
者
)に
は
な

れ
ま
せ
ん
。
お
父
さ
ん
が
い
な
い

場
合
、
特
別
の
場
合
を
除
い
て
、

長
男
あ
る
い
は
他
の
男
性
が
親
権

者
の
役
割
を
果
た
す
、
」
と
に
な
り

ま
す

。

こ
の
よ
う
に
、

「
父
兄
」と

い
う
こ
と
ば
の
中
に
は
、
明
治
民

法
の
中
の

男
尊
女
卑
の
法
意
識
が

残
さ
れ
て
い
る
の
で
す

。

「
父
兄
の
み
な
さ
ん
」
で
は
な

く
、

「
保
護
者
の
み
な
さ
ん
」
と
現

在
の
社
会
に
通
用
す
る
使
い
方
を

し
た
い
も
の
で
す

。

あ
る
新
聞
に
、

「
外
人
と

言
わ

ず
、

外
国
人

と
言
っ
て
下
さ
い

。

」

と
い
う
投
書
が
の
っ
て
い
ま
し
た

。

そ
の
方
の
意
見
は
、
こ
と
ば
を

短
く
表
現
す
る
場
合
、
特
に

人
を

指
す
時
に
は
、
相
手
を
け
い

べ
つ

す
る
意
味
が
含
ま
れ
る
こ
と
が
多

い
そ
う
で
す

。

例
え
ば
、
ア
メ
リ

カ
人
が
日
本

人
を

「
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
」
と
言
わ

ず
、
「
ジ
ヤ
ツ
プ
」
と

吾一
ヲ
ベ
は
、人

種
的
偏
見
に
も
と
づ
く

差
別
語
に

な
り
ま
す
。

き
て
、
日
本
の
憲
政
史
上
、
初

の
女
性
衆
議
院
議
長
と
な
っ
た
土

井
た
か
子
さ
ん
、
英
語
で
表
現
す

る
と
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
か
。

議
長
は

「
チ
ェ
ア
マ
ン
」
で
す

が

「
マ
ン
」
は
男
性
を
意
味
し
ま

す
の
で
不
自
然
で
す

。

「
チ
ェ
ア
ウ
ー
マ
ン

」
と
い
う
単

語
も
あ
り
ま
す
が
、
一
般
的
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

同
じ
よ
う
な
例
に
、
女
性
の
警

察
官

「
ポ
リ
ス
マ
ン
」
「ポ
リ
ス
ウ

ー
マ
ン
」

が
あ
り
ま
す
。

か
つ
て
男
性
が
多
数
を
占
め
る

地
位
で
あ
っ
た
り

、

職
業
で
あ
っ

た
も
の
が
、
時
代
の
流
れ
に
合
わ

な
く
な
る
と
、
こ
と
ば
も
そ
れ
に

合
う
よ
う
に
変
化
し
て
き
ま
す
。

「
チ
ェ
ア
マ
ン
」
は

「
チ
ェ
ア

パ
l

ソ
ン
」

(
パl
ソ
ン

リ

人
)
と

男
女
共
通
の
意
味
を
表
す
も
の
に
、

「
ポ
リ
ス
マ
ン
」

は

「
ポ
リ
ス
オ

フ
ィ
サ
l

」
(
オ
フ
ィ

サ
|

H

役
人
)

と
い
う
役
職
を
表
す
も
の
に
変
わ

っ

て
き
ま
し
た

。

し
か

し
、
今
だ

に
私
た
ち
が
使

っ

て
い
る
こ
と
ば
の
中
に
、
特
定

の
人
を
傷
つ
け
る
よ

う
な
も
の
が

あ
り
ま
す
。

「
め
く
ら
判
」
「
つ
ん
ぼ
さ
じ
き
」

な
ど
、
身
体
に
障
害
の
あ
る
人
に

不
快
感
を
与
え
た
り
、
マ
イ
ナ
ス

の
印
象
を
強
調
す
る
例
が
あ
り
ま

す
。

「
ぎ
っ
ち
ょ
」と
い
う
こ
と
ば
も
、

「
右
き
き
」
の
人
が
正
常
で
、
「

左

き
き
」
の
人
は
何
か
障
害
が
あ
る

か
の
よ
う
に
理
解
さ
れ
て
い
る
例

も
あ
り
ま
す
。

「
あ
の
こ
と
ば
を
使
う
と
人
を

傷
つ
け
る
、
こ
の
こ
と
ば
を
使
う

と
差
別
に
な
る
、
こ
れ
で
は
何
ま

り
言
え
な
い

」
と
思
わ
れ
る
か

も

し
れ
ま
せ
ん

。

実
は
そ
う
で
は
な
く
、
使
う
こ

と
ば
に
敏
感
に
な
る
こ
と
は
、
他

人
の
心
の
痛
み
を
共
有
す
る
こ
と

に
つ
な
が
り
、
ま
た
、
自
分
自
身

の
人
権
感
覚
を
高
め
る
こ
と
に
な

る
は
ず
で
す

。

使
わ
な
く
て
も
い
い
よ
う
な
こ

と
に
ま
で
、
悪
い
例
の
ひ
き
あ
い

と
し
て
だ
し
て
い
る
よ
う
な
使
い

方
を
し
て
い
る
場
合
は
な
い
で
し

ょ
う
か

。

お
互
い
に
、
く
ら
し
の

中
に
あ
る
こ
と
ば
づ
か
い
を
点
検

し
て
み
ま
し
ょ
う

。

⑧ 

⑧
 

重
信
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
次

の
方
か
ら
金
一
封

を
寄
付
下
さ

い

ま
し
た

。

佐
伯
章
映
さ
ん

菊
池
久
子
さ
ん

三
治
会
の
皆
さ
ん

(北
野
田
)

(北
野
田
)

日
時

七
月

二
十
四
日
開

(
畳の
部
)
午
後

一
時
三
十
分
1

(
夜
の
部
)
午
後
八
時
i

※
畳
、
夜
間
同
じ
内
容
で
す
。

場
所

町
民
会
館

第

一
・

二
研
修
室

テ
l

マ
「
私
作
る
人
、
あ
な
た
食

べ
る
人
」

講
師

重
信
町
社
会
教
育
指
導
員

同
省
吾
先
生

生
き
生
き
講
座
の
今
後
の
予
定

第
三
回
八
月

二
十
二
日

ω

「
美
し

く

老
い
る
た
め
に

」

八
月
八
日

ω

午
後
一
時
i

町
民
会
館
大
ホ
ー

ル

元
肱
川
中
学
校
長

佐
川

敬
先
生

演
題
「

し
ら
雲
ゆ
き
て
や
ま
ず

」

人
権
講
座
の
今
後
の
予
定

第
三
回
九
月
八
日
働

第
四
回
十
一
月
十
三
日
間

第
五
回
十
二
月
二
日
出

講
師
未
定

日
時

議場
師所
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問
い
合
わ
せ
・

申
し
込
み
先

町
民
会
館
社
会
教
育
課

宮
六
回
ー
一
五
O
O

附

菊
づ
く
り
講
座

日 程 講習内容

7月 8 日(土) 定植、夏の日常
13:30-15:30 管理等について

8月 5 日(士j 整木、せん定等
13: 30-15: 30 について

町民会館玄関前 ロ ビー

野本権六先生(奥道後)

無料

場所

講師

受講料

子供スポーツ犬舎
7月 30 日 (日) 午前8時~

. ソフ ト ボール(男子)

重信中学校運動場

南吉井小学校運動場

清愛国運動場

. ミニバスケッ ト ボール(女子)

南吉井小学校体育館

日時

場所

町民ヲールー般開放
7月 2 1 日 から8月 13 日まで毎日

8月 19 日 から8月 30 日まで・の水 ・ 土・日曜日開放

開放時間 午後12時30分-4時30分

使用料 無料

登録方法 小学校5年生以上の方ならどなたでも登録で

きます。まだ登録していないブJ は、町民会館備え付けの

申込書に写真 l枚を添えて、教育委員会へ拠出して下さ

い。昨年までの登録者ーは登録証を提出し更新して下さし、。

開放期間

、文化祭に参加してみませんか、

今年の文化祭は、 11 月 3 日倹)-5 日(日)に行われます。

文化祭であなたの音楽を披露しませんか。

趣味でバンドを作っている方、グループで コーラ

スをしている方など・ ・ ・。中 ・ ~j ・ 一般どなたでもどう

ぞ。 ジャンルを問 L、ません。

申し込み、お問い合わせは、 町文化協会事務局へ

(社会教育課内 包64- 1500)

夏休み子供ビデオ大会
日時 8月 2 日 附

場所町民会館

会費 無料

主催 重信町親と 子の良いH央函をみる会

連絡先 中野 fi64 - 7243

暑い夏休みの一目、涼しい部屋で、皆 と一緒にデ ィズ

ニーアニメ他のビデオを大画面て、楽しみませんか。 お友

達とさそいあわせて来てください。

, , 
、，

午前10時- llfI寺半

3階視聴覚室

「ふゃっルボード」IJ(老人ホーム)介護人だからで・きること」

-素顔の老人ホームー 愛妓県シャフルボード協会

事務局長森良雄先生他

参加費 無料

日時及び会場

師講

時
所
師

日
場
講

9:00-11: 30 

13:30-16:00 

9:00-11 :30 

13:30-16:00 

ニュースポーツ「シャフルボ一日
明夫先生三好

8月 3 日 (刻午前10時~

町民全館第1 ・ 2研修室

松山医療福祉専門学校介護福祉学科

科長 三好明夫先生

受講料 無料

主催 重信町教育委員会
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津地久枝(作家)

「わすれがたい人々J

8月 5 日(士)開場午後7時

開演午後7時30分

町民会館大ホール

師

題

時

講

演

日

500円(当日 600円)

重信町 ・ 重信町教育委員会 ・

重信町文化協会 ・ 愛媛新聞社

場

受講料

主催

.0. 
'J:J; 

※聴講券は、役場 ・ 町民会館 ・ PTA .

婦人会 ・ 老人クラブ ・ 文化協会等で

販売しています。

講師プロフィール
昭和5年東京生まれ。父の仕事のため満州(中国東北部)へ。終戦を満州音林市で迎える 。

早稲田大学卒。「婦人公論」編集次長で退職。 五味川純平氏の 「戦争と人間」資料助手をへ

て、フリーのライタ ー となる 。 著書は多く、特に昭和史の隠された事実を、詳細な調査に

基づき描いた作品が多い。

主な著書 「妻たちのこ ・二六事件Jí密約一外務省機密漏洩事件J í昭和史のおんなJ í雪は

よごれていた」他「清海よ眠れJ r記録ミッドウェー海戦」にて、 1986年第33回菊池寛賞受賞。

現在、「障害者ありのまま記録大賞」選考委員、講談社ノンフィクション賞選考委員、文

塞春秋大宅壮一ノンフィクション賞選考委員。

※町立図書館に、 i畢地先生の著書を置いていますので、

@
 

『
男
の
花
道
、
任
侠
吉
良
の
港
』

三
奈
良
神
社
(
下
林
)
で
上
演

ご利用下さい。

ρ 

ゃ
あ
ゃ
あ
i

め
で
た
ゃ
な
、
め

で
た
ゃ
な
、
家
内
安
全
五
穀
豊
能

も
一
つ
お
ま
け
に

:
・

こ
れ
は
、

今

年
度
上
演
し
ま
す
、
「
男
の
花
道
、

任
狭
音
良
の
港
」
飴
売
藤
次
の
、

一
台
詞
で
す
。

村
芝
居
を
復
活
さ
せ
四
年

に
な

り
ま
す
。
当
初
は
、
ま
る
っ
き
し

の
素
人
集
団
で
し
た
の
で
、
芝
居

が
上
演
で
き
る
か
ど
う
か
、
そ
し

て
、
大
の
男
が
、
女
将
、
親
父
、

生
娘
、
尼
役
ま
で

、
演
じ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
す
か
ら
、

恥
ず

か
し
い
と
い
う
の
が
先
に
立
ち
、

芝
居
と
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
し
、
平
井
町
の
仙
波

浩
康
さ
ん
に
演
技
指
導
、

脚
本
、

構
成
、
そ
の

他
全
て
に
お
い
て
、

ご
指
導
い
た
だ
い
て
い
ま
す

。

今

は
、
七
月
二
十
三
日
の
和
霊
祭
に

む
け
、
毎
晩
八
時
か
ら
十

一
時
過

ぎ
ま
で
、
稽
古
を
し
て
い
ま
す
。

村
お
こ
し
、
伝
統
芸
能
の
継
承

等
の
目
的
も
あ
り
ま
す
が
、

三
奈

良
神
社
の
和
霊
祭
の
会
場
に
お
い

て
、
町
内
外
よ
り
ま
た
、
数
多
く

の
分
野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々

の
、
演
芸
等
の
発
表
の
場
に

し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆

様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

連
絡
先
松
下
慶
三

宮
六
四
l

六
二
九
五

-:，;;;ーιこ
「男の花道、任侠告良の港」の稽古風景
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研
修
内
容

福
祉
・

環
境

・

都
市
計
画

研
修
期
間

平
成
七
年
十
月
十
七
日

1

二
十
六
日
十
日
間

研
修
地

欧
州
(
イ
ギ
リ
ス
・
オ
ー
ス
ト
リ

ア
・

フ
ラ
ン
ス
)

研
修
費
用

七
十
万
円
程
度
(
町
が
二
分
の

一
以
内
補
助
)

募
集
人
員

若
干
名

応
募
資
格

一
、
重
信
町
在
住
の
方
で
研
修
の

趣
旨
を
理
解
し
、
参
加
を
希
望

す
る
方
。

重信町では、海外研修を

通じて国際的な視野と感覚

を養い、地域におけ る国際

交流及ぴ地域社会づくりの

リー ダー育成を図るため、

研修生を募集します。

二
、
健
康
で
協
調
性
の
あ
る
方

。

三
、
将
来
、
活
発
な
地
域
活
動
の

出
来
る
方

。

応
募
方
法

申
込
書
に
、
次
の

書
類
を
添
付

し
て
七
月
末
日
ま
で
に
役
場
企
画

商
工
課
ま
で
お
申
し
込
み
下
さ
い

。

(
申
込
書
は
企
画
商
工
課
に
あ
り

ま
す
。
)

一
、
勤
務
先
の
承
諾
書
。

二
、
応
募
の
動
機
目
的
を
四
百
字

程
度
に
ま
と
め
た
も
の

。

問
い
合
わ
せ
先

役
場
企
画
商
工
課六

四
l

二
O
O

一
間

(
内
線
五
五
二
)

戦
没
者
の
遺
挨
の
皆
さ
ま
へ

特
別
弔
慰
金
の
支
給
じ
つ
い
て

国
で
は
終
戦
五
十
周
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
改
め
て

弔
慰
の
意
を
表
す
た
め
に
特
別
弔
慰
金
を
支
給
い
た
し
ま

す
。
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成
七
年
四
月
一
日
現
在
、
同
一

の
戦
没
者
に
つ
い
て
、
公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
な
ど
の

支
給
を
受
け
る
方
が
い
な
い
遺
族
で
す
。
次
に
挙
げ
る
遺

族
の
う
ち
、
そ
の
順
序
に
従
っ
て
最
も
順
位
が
先
の
方
お

一
人
に
、
額
面
四
十
万
円
の
国
債
が
支
給
さ
れ
、
平
成
八
年

か
ら
平
成
十
七
年
ま
で
の
十
年
間
に
わ
た
り
年
間
四
万
円

ず
つ
償
還
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
同
順
位
の
方
が
複
数
い
る
と

き
は
、
お
一
人
を
選
定
し
て
請
求
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

順
位

山
平
成
七
年
四
月
一
日
ま
で
に
弔
慰
金
(
遺
族
国
庫
債
券
)

の
受

給
権
を
取
得
し
た
方

ω
戦
没
者
の

子

印
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹
の
う
ち
、
戦
没
者
の
死
亡

当

時
、
戦
没
者
と
生
計
を
と
も
に
し
て
い
た
方
(
た
だ
し
、
結
婚
や

養
子
縁
組
に
よ
り
、
現
在
、
氏
が
変
わ

っ
て
い
る
人
を
除

く

)

凶
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹
の
う
ち
、
戦
没
者
と
生
計
関

係
が
な
か
っ
た
方
お
よ
び

ω
グ
ル
ー
プ
で
除
か
れ
て
い
る
氏

が
変
わ
っ

て
い
る
方

同
兄
弟
姉
妹
の
配
偶
者
、
甥
、
姪
、
お
じ
、
お
ば
、
お
よ
び
こ
れ

ら
の
配
偶
者
な
ど
、

三
親
等
内
親
族
の
う
ち
戦
没
者
の
死
亡
ま

で
引
き
続
き
一
年
以
上
生
計
を
と
も
に
し
て
い
た
方

請
求
は
、
平
成
十
年

三
月

三
十
一
日
ま
で
で
す

。

そ
れ
ま
で
に
請
求
し
な

い
と
受
給
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い

。

詳
し
く
は
、

役
場
福
祉
課
ま
た
は
、

愛
媛
県
県
民
福
祉
部
高
齢
者
福
祉

課

援
護
恩
給
係

(岱
四

一
l

一
一
一
一
一
(
内
線
二
五
三
六
)
)
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

重
信
町
で
は
、
め
で
た
く
金
婚

式
を
迎
え
た
ご
夫
婦
を
老
人
福
祉

大
会
に
ご
招
待
し
(
九
月
中
旬
町

民
会
館
で
開
催
)
、
心
か
ら
お
慶
び

申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す

。

今
年
度
、
金
婚
式
該
当
の
ご
夫

婦
は
昭
和
二
十
年
一
月
一
日
か
ら

昭
和
二
十
年
十
二
月
三
十
一
日

ま

で
に
婚
姻
届
出
を
さ
れ
た
方
で
す

。

地
元
の
協
力
も
得
、
調
査
を
し

て
い
ま
す
が
、
今
年
度
金
婚
式
に

該
当

す
る
と
思
わ
れ
る
ご
夫
婦
は

福
祉
課
ま
で
ご
連
絡
下
き
い

。

当

方
に
て
婚
姻
届
出
日
を
確
認
し

、

該
当
さ
れ
た
ご
夫
婦
に
は
、
老
人

福
祉
大
会
へ
の
ご
案
内
を
差
し
上

げ
ま
す
。

連
絡
先
役
場
福
祉
課

包
六
四
l

二
O
O

一
間

内
線
二
五
二



13 

教育委員会では、毎年さまざまな事業を行

っております。このたび、 これら事業の企画

立案、調査研究、又教育委員会の諮問に対し

意見を述べる役割を持つ社会教育委員(兼公

民館運営審議会委員)が次のとおり決まりま

した。任期は2年間です。

平成7年度赤十字社員増強運動実績報告
平成7年度赤十字社員増強運動は、みなさん

のご協力に よ り 2 ， 8 1 4 ， 900円の社資が集まり

ました。

みなさんの温かい善意に対し厚くお礼を申

し上げますとともに、今後一層のご協力をお

願いいたします。

各地区の社資実績額は次のとおりです。
重信町社会教育委員名簿

所

大北

大西

住

横河原523- 1

南野田330

田窪1764

志津川 690

南野田28- 1

横河原930-40

下林甲 1243

氏

藤田

明賀

矢葺荘一

池田秀一

和田紀久恵

安永カヤ子

名

群司

正宏

見奈良1478

f通口 1258- 1

上林甲632

北野田281 -3

所

f;m口 485 - 1

牛洲1709-5

住名

文
一
夫

一徳
一
市

一子
一修
一
明

博
一
方
一
秀
一
貞

一清
一
吉

島
一
星
一
木
一
倉

中
一
明

一
八
一
束

近藤

氏
地区名 社資実績額 地区名 社資実績額

山之内 50.500 f番謄台団地 55.000 
樋 日 154 ,500 上 樋 61,000 
横河原 255 ,000 南野田 92 , 000 
志津 川 333.300 北野田 96 , 500 
西 岡 125.000 北野台団地 30.000 
見奈良 219, 500 奇H 村 78.500 
回 窪 342.500 上 林 105 ,000 
問窪田地 105.900 下 林 151. 000 
牛 i剃 177 , 500 上 村 64.500 
!jニ ì~IJ 団地 243 , 200 団体 ・ 個人 74 , 500 

l口入 言十 2 , 814 , 900 丹生谷美雄

修三

田窪446-2

北野田 1217

南野田43

下林甲74- 2森正

幾八

岡多

高橋

8月 iまr遭踏をまもる月間』
8月108tまr遭の日』

0道路に空缶やたばこのすいがらを捨てない よ うにし

ましょう。

o歩道に看板を置いたりビラを貼るなどの不法占用は

しない よ うにしましょっ。

0歩道 ・車道に不法駐車を しないように しま しょう。

0道路に土や草等を放置 しない よ うに し ま し ょう。

第 1 回社会教育委員会

ア
月
は
青
少
年
を
非
行
か
ら

ま
も
る
強
調
月
間
で
す

育
て
よ
う
強
く
明
る
い
重
信
の
子

今
、
家
庭
が
す
べ
き
こ
と
は

O

家
庭
に
は
、
ひ
と
つ
の
理
想
像
や
、

モ
デ
ル
は
あ
り
ま
せ
ん

。

「
私
の
家

庭
の
あ
り
方
」
を
持
つ
こ
と
が
大

切
で
す

。

O

両
親
が
家
事
を
分
慢
し
A口
い
、
協

力
し
合
う
関
係
を
つ
く

っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
子
供
に
も
、

成
長
に
応
じ
た
役
割
を
与
え
ま
し

ト
ふ
よ1J
。

O

子
供
の
主
体
性
を
尊
重
し
な
が

ら
、
生
活
の
場
や
大
自
然
の
中
で

、

様
々
な
体
験
の
機
会
を

一
緒
に
つ

く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

0

子
育
て
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う

。
子

育
て
を
通
し
て
感
謝
の
気
持
ち
の

待
て
る
生
活
を
し
て
い
き
ま
し
ょ

、
「J
。

今
、

地
域
社
会
が
す
べ
き
こ
と
は

O

青
少
年
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
を

よ
く
し
ま
し
ょ
う
。

-

青
少
年
に
好
ま
し
く
な
い
環
境
は
、

地
域
ぐ
る
み
の

活
動
で
浄
化
し
ま

l
)
よ
、

7
0

・

青
少
年
に
と
っ
て
好
ま
し
く
な
い

図
書
類
等
の
自
動
販
売
機
や
本
、

ポ
ス
タ
ー
、
チ
ラ
シ
、
看
板
等
を

地
峡
ぐ
る
み
で

排
除
し
ま
し
ょ

う
。

0

青
少
年
の
ふ
れ
あ
い
活
動
を
す
す

め
ま
し
ょ
う
。

・

青
少
年
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

推
進
し
ま
し
ょ
う
。

-
地
域
で
の
ス
ポ
ー

ツ
活
動
や
文
化

活
動
、
環
境
美
化
活
動
等
を
通
じ

た

青
少
年
と
の
ふ
れ
あ
い
活
動
を

す
す
め
ま
し
ょ
う
。

県
内
に
お
け
る
高
齢
者
の
死

者
は
、
五
月
二
十
三
日
現
在

、

二
十
八
人
を
数
え
、
全
死
者
の

四
十
二
・

四
%
を
占
め
て
い
ま

す
。

こ
れ
は
、
昨
年
過
去
最
多

で
あ
っ

た
七
十
二
人
を
上
回
る

勢
い
で
推
移
し
、
極
め
て
憂
慮

す
べ
き
状
況
に
あ
り
ま
す

。

こ
の
た
め
、
警
察
本
部
で
は
、

当
面
の
高
齢
者
の
事
故
防
止
対

策
と
し
て
、
「

高
齢
者
死
亡
事
故

ゼ
ロ

行
進
ト
ラ
イ
ア
ル
活
動

(
高
齢
者
の
死
者
ゼ
ロ

を
積
み

重
ね
る
試
み
)
」
を
推
進
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す

。

皆
様
に
は
、
こ
の
様
な
趣
旨

を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
町
内
か

ら
交
通
事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ

よ
J
。夏の変通安全運動

期間 ?月17日-7月26日
スローガン

夏の道ゆすりゆすられさわやかマナー
運動の重点

1 シート ベル ト の着用の徹底
2 無謀 ・暴走運転の追放

3 子供と高齢者の交通事故防止
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今年もします

そうめん流レ

車問喧調~

絢滋夫会 In 自衛隊
松山駐屯地

日時 8月 2 日(村午後7時-9時

場所 陸上自衛隊松山駐屯地グランド

催し物 音楽隊演奏

カラオケ大会

銭太鼓(山陰地方の民俗芸能)

盆踊り 野外売店等

問い合わせ先

松山市南梅本町本町乙115

陸上自衛隊松山駐屯地

広報班

fi75-0911 (内線204)

※当日は午後6時より、

駐屯地を開放してい

ます。

上林青空市グループで

は、 7 月 8月の土曜日、日曜日、

そうめん流しを行います。

皆様、お揃いでお出かけ下さい。

時間 午前10時~午後3U寺

場所 重信111] 大字上林

水の元ロ ッ ジ広場(皿 ヶ嶺下)

大人400円、小学生200円、幼児100円

おにぎり、かしわもちなどもあります。

※団体の場合は、前もってご連絡下さい。

問い合わせ・申し込み先

菅原敏江 fi64-8419

菅原イソノ fi64-8403 

料金

.. 

刑務所作業製品展示即売会

場所

7月 23 日 (日)

午前9時から午後3時

重信町見奈良 1243-2

松山刑務所

fi64-3355 

即売品 各種タンス ・ 食器棚 ・

書棚等の木工家具、篠製品、

紳士靴、漆器類、味噌、醤i曲、

その他小物類等多数

日時

るる3

国
際
交
誠
サ
ロ
ン

だ
よ
り

7 ・ 8月の土・日行っています/

五
月
二
十
七
日
、
初
夏
を
思
わ

せ
る
よ
う
な
青
空
の
下
、
か
す
み

の
森
公
園
で
、
重
信
町
A
L
T
(
外

国
語
指
導
助
手
)
の
ピ
|
タ

l

サ

|
シ
ー
さ
ん
ら
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
か
ら
二
名
、
ア
メ
リ
カ
か
ら

二

名
を
迎
え
、
ピ
ク
ニ
ッ
ク
全
が
催

さ
れ
ま
し
た
。

生
後
二
ヶ
月
の
赤
ち
ゃ
ん
か
ら

還
暦
を
迎
え
た
熟
女
ま
で
、
総
勢

三
十
名
が
参
加
し
、
ゲ
ー
ム
や
雑

談
に
話
を
咲
か
せ
ま
し
た
。
日
本

で
は
、
動
物
園
の
人
気
者
カ
ン
ガ

ル
ー
で
す
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

で
は
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
や
っ
か
い
者

ら
し
く
、
運
転
中
あ
て
逃
げ
さ
れ
、

車
の
修
理
に
子
を
や
い
た
と
い
う

四
月
十
九
日
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
出

身
の
モ
ハ
メ

ッ

ド
・
サ
l

ビ
さ
ん

を
講
師
に
迎
え
ま
し
た
。
民
族
衣

装
を
着
て
の
お
国
紹
介
は
大
好
評

で
し
た

。

俳
句
を
修
業
中
と
の
こ

と
で
、
こ
こ
に

一
句
紹
介
し
ま
す

。

紅
は
笑
い

れ

一

白
は
眠
り
て

u

ル
ザ

梅
の
花
'
‘
咽
酒a
限
比

(
モ
ハ
メ
y

卜
・

4
F

E
-
-司

サ
l

ビ

)
U
|

話
を
聞
き
ま
し
た
。

年
代
を
越
え
、
国
境
を
越
え
て

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し

J
U。

ピクニック会

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

『
ド
イ
ツ
の
お
話
」

日
時七

月
十
九
日
嗣

午
後
一
時
l

二
時
三
O
分

場
所町

民
会
館
視
聴
覚
室

講
師ク

ラ
ウ
ス

・
テ
ィ

ー

タ
l

・

オ
ル
卜
さ
ん

(
ド
イ
ツ
出
身
)

川
内
町
英
語
指
導
助
手



こ
れ
か
ら
は
楽
し
い
水
の
季
節
。

し
か
し
、
川
な
ど
の
水
量
が
増
し
、

ま
た
、
海
等
に
で
か
け
る
機
会
が

へ

多
い
た
め
、
水
の
事
故
の
多
い
季

て
節
で
も
あ
り
ま
す
。

、
え
そ
の
中
、
町
内
の
幼
稚
園
・保
育

備
所
で
は
、
東
温
消
防
署
の
協
力
で
、

に
救
急
法
講
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

故

保
護
者
に
は
、
人
工
呼
吸
の
実

事
地
訓
練、
園
児
に
は
、
水
遊
び
の

の
時
に
気
を
付
け
る
こ
と
、
花
火
の

ぞ
水
仕
方
等
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

~
楽
し
い
夏
と
す
る
た
め
に
、
水

の
事
故
か
ら
尊

い
命
を
守
り
ま

l
v
よ
、
つ
。

企

し
つ
け
は

「
根
気
」と
「
愛
情
」

六
月
十
三
日
、
家
庭
教
育
学
級
開
講
式
が
町
民
会
館
で

行
わ
れ
ま
し
た

。

こ
れ
は
、
幼
児
を
持
つ
親
を
対
象
に
毎

年
聞
か
れ
て
い
る
も
の
で
年
八
回
行
わ
れ
ま
す
。

一
回
目
は
、
愛
媛
生
涯
学
習
推
進
講
師
で
あ
る

玉
井
通
孝
先
生
に
よ
る

「
幼
児
期
の
し
つ
け
を
考

え
る

」

と
い
う
講
演
が
あ
り
ま
し
た

。
笑
い
あ
り
、

涙
あ
り
、
と
て
も
わ
か
り
や
す
く
、
こ
れ
か
ら
の

育
児
に
役
立
つ
よ
い
お
話
が
聞
け
た
と
、
ど
の
お

母
さ
ん
も
満
足
気
で
し
た

。

二
回
目
か
ら

は
、
手

芸
・

体
操
・

料
理
教
室
な

ど
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
三
j

五
才
児

の
子
供

さ
ん
を
お
持
ち
の
方
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

問
い
合
わ
せ
先

重
信
町
教
育
委
員
会

告
六
四
ー

一
五
O
O

附
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ーへー-ーで一一ー
¥ 

、、

h
F
 

鍬
入
れ
を
す
る

和
田
町
長

V完成予想図

五
月
の
愛
鳥
週
間
の
期
間
中
、

上
林
小
学
校
が
日
本
鳥
類
保
護
連

否

盟
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た

。

れ

こ
れ
は
、
同
小
学
校
の
児
童
に

さ

よ
る
緑
の
少
年
隊
が
、
地
元
の
臼

町
彰

糸
の
滝
周
辺
の
木
に
巣
箱
を
か
け

表

た
り
、
皿
ヶ
嶺
・
花
山
城
跡
に
植

』
父

樹
を
し
た
り
、
校
庭
に
給
餌
台
を

E
・

設
け
野
鳥
を
呼
び
寄
せ
る
な
ど
の

川
川

地
道
な
、
保
護
活
動
が
評
価
さ
れ
、
恥M
m

受
賞
し
た
も
の
で
す
。

v
J 社

会
福
祉
法
人
「

喜
久
寿
」

が
か

三

ね
て
か
ら
計
画
を
し
て
お
り
ま
し
た

沼
円
特
別
養
護
老
人
ホ
1

ム

「
重
信
国
」

畠
居
の
起
工
式
が
、
五
月
二
十
五
日
、

北

よ
野
田
の
現
地
で
行
わ
れ
ま
し
た

。

い

「

重
信
園
」
は
平
成
八
年

三
月
完

よ
杭
予
定
で
、
概
要
は
次
の
と
お
り
で

、
‘
.

斗q
，

礼
建
設
地

E
Eべ

重
信
町
大
字
北
野
田
五
三
二
番
地
他

守
」
用
地
面
積
九

二
ハ
五
附

設
建
物
言
F
)

-
E

延
床
而
積
四
五

二
O
M

.
U副
総
工
費

十
四
億
六
千
三
百
十
九
万
円

1

施
設
内
容

-

特
別
養
護
老
人
ホ

ー

ム

-

ム
十
人

r
、

神
川

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

二
十
人

人

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
/
タ

l

H
F己

二
十
人
利
用
可

i

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

ケ
ア
ハ
ウ
ス

人

iえ

家
島
宜
且
喧
県

温
泉
琢
主
筆
町
立
主
梓
小学
校
級

あ
な
た
は
野
生
生
物
の
採
裁
に

カ
を
尽
く
さ
れ
大
主
な
成
果
を

お
げ
ら
れ
ま
し
た

第
四
十
九
回
受
禽
退
問
に
あ
た
リ

そ
の
功
績
を
た
た
え
ま
す

平
成
七
年
五
月
十
世
目

財
団
傘
人
日
本
鳥
損
保
護


令
長
鯨
岡
兵

⑧
春
の
叙
勲
⑧

⑤屯ゆ屯洛屯忠信島屯ゆ屯忠信島官路屯泡信ゆ官息@

稲
荷
教
育
委
員

勲
五
等
瑞
宝
章
受
章

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

広報の早期配付にご協力下さい。

教
育
委
員
(
元
松
山
教
育
事
務

所
長
)
稲
荷
善

一
さ
ん
(
志
津
川
)

が
、
多
年
に
わ
た
り
教
育

・
地
方

自
治
教
育
行
政
の
発
展
に
功
績
が

あ

っ
た
こ
と
に
よ
り
叙
勲
を
受
け

ら
れ
ま
し
た

。

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
今
後
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍

を
期
待
い
た
し
ま
す

。

表
紙
写
真
説
明

六
月
十
五
日
、
南
吉
井
小
学
校
の
児

童
全
員
(
総
八
百
二
十

一
名
)
が
、
か
す

み
の
森
公
園
内
を
流
れ
て
い
る

小
川
の

清
掃
を
し
ま
し
た

。

心
な
い
人
よ
り
ご
み
が
捨
て
ら
れ

、

拾
っ
て
も
拾
っ
て
も
後
を
絶
た
な
い
ご

み
。

こ
の
日
集
め
た
ご
み
は
、
年
山
・

ぴ
ん
類

だ
け
で
も
大
き
い
ご
み
袋
に
ざ
っ
と
五

十
袋
。

梅
雨
の
中
休
み
の
暑
い
目
、

ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

@屯泡屯泡ペル叡島屯か屯酌叡与屯か屯か官島屯ゆ⑤

v
y」
、7
J
U
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戸
籍
の
窓

お

誕
生
お
め
で
と
う
/

六
月
十
日
ま
で
の
届
出
分

牛樋北志岡田上西横 住
野 津 j可

消l 口田 川 窪窪 村岡原 所

柏森坂八仙j皮村木 f喜高申 西桑 保
原岡口塚 村富IJ 野 護雅尋賞英典卓

者樹一祥 二 昭詠治太聡

f申I隆店聖 i春1宏ん1鰭鼠 1?詩b梨花 '1聡 : 出生哉ゃ広1季 3 奈i.JIl人 織 1) lV iJ'子』 !尼

55555  5 5 4 4 生
- ・ ・・・・・ ・・

年

16 13 11 10 8 2 1 27 26 

場所

町民会館

時間

19 : 30-

30-

舘民公悶
出

野南
ハ
HU

AHu

n〈
U

ハ
川
U

1

4

p
hJ
 

~

~

 

ハ
川
υ

ハ
H
U

A
H
U

A

H
U
 

n
ud
n

ぺ
u

樋見 牛横志志樋 住
1山又 i可 i幸 i章

口良法IJ 原川川口 所

平日林石近宝池松
保護田 谷藤田内本

章男 俊 和 孝 者浩充明学一泰

1少;祐?真!泉干英ゾペ拓? 生出
阜市t i琴 E ん士 じ会也や !尼

6 5 5 5 5 5 5 生
年
月

4 28 27 23 20 18 17 日
L一一一

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

西様北樋牛志田西北 住
河野 � 野

岡原因口 j剣川窪岡田 所

z 宮岡大高岡村清菊
氏Jキ 内田西橋キ 上 水 j也

好 jよク敏安重
名ョ勝賞野ノヱ夫子子

87 87 89 93 92 74 63 46 87 
年
令

5 5 5 5 5 5 5 5 5 亨E
- ・ ・・・ ・ ・・・

亡
σコ

27 24 23 22 22 19 17 13 7 日

同町
‘
.
，

年
査

目
、
岨
・
a
'
7

調

月
，
.
V
R
叫
成
務

m
a
-
-
、

平
国

包宛友地

13:0ト 14:00 1 町民 会館

9: 30 -11 目 001 南吉井小体育館

開]民会館

7:30-9:301 上林公民館

9 : 00 -11:30 1 
l 上林公民館

13:00-15:001 

町民 会館

13:30-

13: 00-

松山市北梅本町公76ー 1788

1 3:30- ， 20:00- 1町民会館

永山内科

9 : 30 -11 : 001 下林集会所

9: 00 -11: 30 
| 阿I 民 会館

13:00-15:00 

25(命 | リハビリ教室

「ああおいしい.J e• 
五
月
下
旬
か
ら
六
月
に
か
け
、

J

A
重
信
町
の
い
ち
ご
部
会
の

活
動
の
一
環
と
し
て
、
町
内
の

保
育
所
・

幼
稚
園
の
園
児
を
招

待
し
て
の
恒
例
の
い
ち
ご
狩
り

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ

の
目
、
招
待
さ
れ
た
の
は

上
林
保
育
所
、
拝
志
保
育
所
の

園
児

。

上
村
の
高
市
睦
美
さ
ん

所
有
の
ハ
ウ
ス
の
中
で
真

っ
赤

に
熟
れ
た
大
き
な
い
ち
ご
を
口

い

っ
ぱ
い
に
放
り
こ
み
な
が
ら

「
お
い
し
い

L

を
連
発

。

い
ち
ご

の
お
土
産
も

い
た
だ

い
て
大
喜
び
の
園
旧
ん
で
し
た

。

9 : 30 -11 : 00 1 北吉井小体育館

13:30-15: 001 町 民会館

14: 00-14: 30 1 町民会館

制限) 1 行事名

l (刈|分館主事 ・ 同和教育部長研修会

杢~Mx雪 -- j~~
2 (樹|基本健康診査

(40才以上の住民)

福寿大学③ 110:00- 1 町民 会館

3 附|字L児健康診査 I.n.nn . ..nJ 
113 : 30 -14 : 30 1 町 民会館

(H6年10月・ H7年l 月 . 4月生まれの者) l.v , vV .o , vv l 
13才児健康診査

4 幽|
| (H 4年4 月・ 5月 ・ 6月生 まれの者)

5 (土)1 菊づくり講座④

6 (印| 当番医宮内病院 松山市北梅本町 ft75-0閃1
|おとしより 健康相談室(要予約) 114:00-16: 001 役場保健婦室

7 閃)1 一一ーーーーーー一一一一一一一一一一ー一一 ーー・ーー ー C:~~-- ::: ~: j
1 リノ、ビリ教室 1 1 3:30- 1 5 ・ 301 町民 会館

胃がん ・大腸がん検診

(40才以上の住民)

8 りく) 1 基本健康診査

(40才以上の住民)

第2回人権講座.

宵がん ・大腸がん検診 I ~. "'" "....'" I 

1 7:30-9:30 1 上林公民館
(40才以上の住民) 1 "vv v, vvl 

9 (ね |一一一ー一一一一一一一ーーーーー ー ーーーーーーー---ー ー一一 一一 - j -~ ~ ~~-- ::~ ~~j
基本健康診査 1 9: 00 -11:30 1 1.:::: :::: :1上林公民館
(40才以上の住民) 113:00-15: 001 

1 健診結果報告会
印刷|

|(健診受診者)

11幽|

^"お話会 114:00- 図書館
I抗上|ベr一一 一 ー ー ー ーー ー ーーー ーー ー ー ー -F::::-- ::.~: : j
“ム パンジ 一種まき 1 9: 00 -17 : 00 1 町民 会舘

13(印|廃墾図書雰搾乃 島 一一L~~99二一 _ J 開一一貫一一一世
| 当番医国立療餐所愛媛病院 重信町横河原告64-2411

14伺)

15(:k) 

1 6 (村| お盆のためごみ収集休みます。 19 日 (却に出して下さい。
17耐

18(翁

19(土)

亙直盃
21(月)

l 第3回生き生き講座

22(刈 | 健診結果報告会
(健診受診者)

弄Õ~;非主 __ _ _ _ _ _ __ _ _ _ __ _ _ _ _ _ __ _ _ _ _ j ~~~~9~ __ _ __ J~! 犀全ー哩
23(羽 | 基本健康診査

(40才以 tの住民)

基本健康診査
24 (村 |

(40才以上の住民)

9 : 00 -11:30 1 
|町民会館

13: 00 -15 : 001 

13:30-15: 301町民会館
26(か|お話会 114:00- 1図書館

27(日)1 廃棄図ー雪堅持芳一 ー _ _ _ _L ~~ 99三~?~ 99 1開雪坦
目当番医 北上靖博整形外科 松山市平井町公75- 3753

健診結果報告会

28(月) 1 (健診受診者)
忌 t ど瓦 }j 位扉栢j主孟}蚕T約 i -- - 1 ìó)õ二 i ii:õõ 1

l 離乳食学級
29(刈 |

| (H7年4 月 '5月生まれの者)

|ツベルクリン反応検査
30(村|

1 ( H6年6A IB -H7年5月初日 生まれ及び4才未満の未l~径者)

|田I県民税第2期 ・ 国民健康保険税第2期納期限
3H村|

l 水道使用料4 ・ 5月分納期限

| 役場保健婦室

印刷 四国電話印刷鮒~791-O2 重信町大字志津川 972番地 合 (0899)64 -200 l(代表)企画商工諜編集愛媛県温泉郡重信町発行
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